



を芯材の降伏荷重 pyで除 した値 pE/Pyが拘束力を示す指
標 と考えられている｡既往の研究 1)では､PE/Pyが 1･0以
上であれば､眉間変形角 1/100相当の 1.0%歪まで安定的
にエネ/レギー吸収を行 うという基準を満たす とされてい
る｡ しかし､PE/Pyが0･9の試験体では､歪 Eが 1.0%歪3











試験体 ･賢を表 1に､試験体断面図を図 1に示すOこ















増繰 り返 しの静的載荷 とし､芯材の降伏歪 Eyの l/3､2/J3


























試験体名 芯材 拘束材 PE/P).
材長 寸法 幅厚比 All暮ー1 CF､.N/mm2 Py h 厚さlT1暮TI tう HtTlー1 lXlOJ PEm】Ⅵ m!Ⅵ kN mlTI ml一 ｣一丁一m kN
P】 2351 )し176Xl6 日 2816 298 84() 26_8 3.2 2()7.6 7L5 202 739 ().9
PZ 235ー ーL-I76xl6 一一 28ー6 298 840 26.9 3.2 207.9 7l.8 r}_04 743 0.9
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試繋体 実験経過 耐力低下時の歪 f(%)最終状態
Pl 下部で局部変形 2.5%歪Ⅰ回目圧縮側 局部変形
P2 中央部で局部変形 2.0%歪2匡l日圧縮側 引張破断
S3 上部で部材座屈 J_5%歪 l回目圧縮側 部材座屈
Pl試験体
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